
Re3build ICU Seminar 

 

資源である 

木を活かすために 

2015年 6月 9日 

代表取締役 中島 浩一郎    
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神戸港沖から見た「はげ山」六甲山（明治中期） 

出典：http://www.hitohaku.jp/publication/newspaper/43/hm41-2.html 



17世紀のロンドンの街並み 

出典： http://youtu.be/SPY-hr-8-M0 



7 

東京大空襲 昭和20年3月 Tokyo ( Mar, 1945 ) 
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伊勢湾台風 
昭和34年9月 

Isewan typhoon 
(Sep, 1959) 
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酒田の大火 昭和51年10月 

Sakata ( Oct, 1976 ) 



建築防災に関する決議 

一、防災地域の設定 

一、都市再開発による防災計画の実現 

一、防火、耐風水害のための木造禁止 

一、防災構造の普及徹底 

 

都市並に建築物の防災基本方策を速やかに確立しその徹底的実
現のため、強力な国家施策の実施を要望する 

上記は昭和34年度日本建築学会近畿大会において決議する 
 

昭和34年10月25日 

日本建築学会近畿大会委員長 鷲尾健三 

日本建築学会会長 二見秀雄 
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『木材と文明』 

ヨアヒム・ラートカウ［著］ 

山縣光晶［訳］ 

築地書館、2013年 



相互 
連携 

製材 

大断面集成材 

構造用 
集成材 

ＣＬＴ 

175kw発電 

木質 
ペレット 

木質 
バイオマス発電 

新規バイオマス発電 
10,000kw 

木質 
構造 

バイオ
マス 

木材の 
人工乾燥 

1960年代 

1923 

1970 

1985 

2010 

1984 

1998 1950kw発電 

2004 

2015 2016 

CLT 
新工場 

計画中 真庭市および 
地域の木材関係団体 
による共同出資 

銘建工業の 
歩み 

2014.12 時点 
  従業員 250人 
 売上高 216億円 
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銘建工業のバイオマス発電設備（1984年） 

旧蒸気タービン 

旧ボイラー 

エネルギーセンター 
（175kW ） 

木材乾燥用ボイラーの 

蒸気の一部を利用 

 



サイロ（2,000㎥） 

プレーナチップ 

銘建工業のバイオマス発電設備（1998年） 

エコ発電所（1,950kW ） 
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銘建工業の木質ペレットの製造設備 

木質ペレット 

ペレタイザー 
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乾 燥 
 

含水比 

調整 

前処理設備を持つペレット製造工程 

木 材 

 

残 材 

量 的 

確 保 

均質化 
 

破砕 

選別等 

乾 燥 
 

含水比 

調整 

ペレット 

加工 

製 品 

出 荷 

銘建工業のペレット製造工程 

プレーナ 

チップ 

ペレット 

加工 

製 品 

出 荷 

前処理工程 ペレット製造 

均質化 
 

破砕 

選別等 

量 的 

確 保 

銘建工業の木質ペレットの製造方法 
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銘建工業における木質バイオマス利活用の概要 

端 材 

バーク 

プレーナチップ 

蒸気ボイラ2 

発電用ボイラ 

ペレット製造 

ジョイント工場(3.0) 
大断面工場(2.0) 

ジョイント工場 
久世工場 

中断面工場 

小断面工場 

木 材 乾 燥 

工 場 暖 房 

ターボモータによるコンプレッサ駆動 

木 材 乾 燥 

工 場 暖 房 

ペレットストーブ 

蒸気・温水ボイラ 

発 電 用 

本社工場 

本社工場 x3 

ジョイント工場 x1 

18 t/D 

17t/D 

150 t/D 

10 t/D 

8 t/D 

70～80 t/D 

70～80t/D 

久世工場 
他社 

中断面工場 
小断面工場 

発生工場 木質資源 

・副産物 

変換設備 最終利用・製品 

・熱利用 

・原料利用 
・熱の直接利用 

・発電 

・ペレット供給 

   発 電 

6φ 

6、8φ 

自家消費 外 販 

1950kWh 
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日本経済新聞 主要相場 

2014年8月6日 2015年2月4日 
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引用：資源エネルギー庁HP 



2015. 2. 17時点 
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2015. 2. 4時点 
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■発電所の概要 
 

発電能力：10,000kW 
      

必要燃料：148,000t／年 

  内、未利用材（間伐材）   ：90,000t 

    一般木材（製材端材等）：58,000t 
       

設置場所：真庭産業団地 

          北1号地 

運転日数：330日／年 

         24時間稼動 

雇   用：15名 
 

運転開始：平成27年4月 

■運営スキーム 
 

事業費：41億円 

・14億円は「森林整備加速化･ 

 林業再生基金」を予定 

・売電価格（期間20年） 

 未利用材（間伐材）       ：32円/kW（税抜） 

 一般木材（製材端材等）：24円/kW（税抜） 
   

事業主体： 

 真庭森林組合、真庭木材事業 

 協同組合、銘建工業、真庭市 

 など10団体で構成する新会社 
 

資本金：2億5千万円 

バイオマス集積基地  等にて 

チップ化  

地域関係団体で構成する新会社 



日本とヨーロッパ各国の森林面積、丸太生産 

国 名 
森林面積 
（1,000ha） 

丸太生産 
（1,000m3/年） 

丸太生産 
(m3/ha・年) 

日 本 24,979 17,281 0.69 

ド イ ツ 11,076 54,418 4.91 

オ ー ス ト リ ア 3,887 17,831 4.59 

イ ギ リ ス 2,881 9,718 3.37 

出典：林野庁「森林・林業統計要覧2013」 
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木材輸出量（実材積） 

木材製品生産量（実材積） 

丸太生産量 

ha当たり丸太生産量 

森林面積 

木材輸入量（実材積） 

Japan Canada Austria 

1,127万m3 3,729万m3 1,200万m3 

4億200万ha 2,510万ha 369万ha 

1億4201万m3 1,728万m3 1,783万m3 

3,143万m3 16万m3 1,011万m3 

0.35m3/ha 0.69m3/ha 4.83m3/ha 

1億2,396万m3 1,852万m3 1,696万m3 

１ 対 ３ 

16 対 １ 

８ 対 １ 

１ 対 ２ 

７ 対 １ 

196 対 １ 

３ 対 １ 

７ 対 １ 

ほぼ同等 

１ 対 ７ 

ほぼ同等 

63 対 １ 

圧倒的な森林面積 
Ha当たり伐採量は少 
（寒冷地が多いため？） 

圧倒的な生産量 

木材輸入量は多 
世界有数の国内需要 
圧倒的に少ない輸出 

高効率な素材生産 
薪炭材需要比率大 
輸出型産業 

データは「木材需給と木材工業の現況（平成24年度版）」（日本住木センター）より 



CLT（Cross Laminated Timber 

クロス・ラミネイティド・ティンバー） 

• 2013年12月にCLTのJAS制定 

• JAS上の名称は「直交集成板」 

• 2014年6月には2社が工場認定を取得 

 
断面構成 

• 下記の6つの構成 

     3層3プライ／3層4プライ／5層5プライ／ 

     5層7プライ／7層7プライ／9層9プライ 

 
サイズ 

• 1プライ（ラミナ）の厚さは12～50mm 

• CLTとしてのサイズは下記 

ＣＬＴとは？ 

区分 数値 

厚さ 36mm～450mm 

幅 300mm～ 

長さ 900mm～ 26 



ＣＬＴとは？ 

各種再構成材料の原料と繊維配向 

(独)森林総合研究所 宮武チーム長、国土交通省国土技術政策総合研究所 中川貴文主任研究官作成 

繊維配向 

原料 

ひき板 

単板 

平行 直交 

集成材 CLT 

LVL 合板 
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ＣＬＴとは？ 

引用：Dr. Ing. Andrea ZBemasconi 

 

構法の特長 
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ＣＬＴの特長 

構法の特長 

・ プレファブ 

⇒工期が短く、安全、熟練工が不要、現
場での廃棄物が少ないなど、数多くのメ
リット 

・ 軽量 

⇒基礎コストの軽減 

 

実例） 

Bridport house（ロンドン、右写真） 

・ 8階建て（1～8階までCLT構造） 

・ RC造とした際に比べて、 

1. 建設期間が18週間→12週間と2/3

に短縮 

2. 建物の重量が62%軽くなり、基礎費
用が約25%軽減 

 

※数値はTTJ Magazine (29June/6 July 2013)より引用 

 

 

 

 

引用：http://www.karakusevic-carson.com/ 
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海外の状況 

写真撮影：神谷文夫（森林総合研究所フェロー） 
 

場 所 ：ウィーン市街地から北に20km 

敷地面積：120,000m2 総投資額：  2億€ 

店舗面積： 70,000m2 オープン ： 2012年秋 

木材利用合計：11,500m3 

（CLTパネル：8,000m3、集成材：3,500m3） 

http://www.g3-shopping.at/ 

G3 Shopping Resort Gerasdorf 
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海外の実例 

引用：http://www.naturallywood.com 

Earth Systems Sciences Building（ブリティッシュコロンビア大学、バンクーバー） 
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海外の実例 

中層集合住宅 
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海外の状況 

25  
50  

100  

215  

340  

560  

1,000  

0

200

400

600

800

1,000

1,200

1995 2000 2005 2008 2010 2012 2015

※グラーツ工科大学 Gerhard Schickhofer 教授資料より作成 

欧州でのＣＬＴの生産数量の推移 
(千m3 / 年) 
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日本の実例 

Fun to share house（東京） 

㈱エヌ・シー・エヌ（2014年） 
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日本の実例 

真庭市バス停（岡山、 2014年） 
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銘建工業（株）の取り組み 

時刻歴応答解析によるCLT建築物 
 

• 壁・床・屋根にCLTを使用した日本
初のCLT構造建築物 

• 高知県長岡郡大豊町に建設、共
同住宅（社員寮）として使用 

• 設計管理者 ㈱日本システム設計 

• 2013年8月 国土交通省の大臣認
定を取得 

• 3階建て 部屋数 5部屋 

• 軒高 9.95 m 

• 床面積 267m2 

• CLTの使用材積 約119m3 

• 2014年3月 完成 

高知おおとよ製材㈱ 社員寮 

⇒ 解析の元となるデータは 

  振動台実験のものを利用 
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国内の取り組み 
CLT共同住宅（岡山県） 
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CLT共同住宅 岡山県 

日本における現状 

CLT勝山共同住宅 

38 

右上：勝山住宅（左が世帯用3戸、右が単身用6戸） 

左下：春日住宅（世帯用3戸） 



CLT共同住宅 福島県 

日本における現状 

出所：福島民報（http://www.minpo.jp/news/detail/2015021721020） 
39 
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耐火実験による性能確認 

海外の状況 

引用：Alberto Alessi  “Building and living sustainably with European Wood” 
引用：http://www.l-dsk.ru/ 
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CLT建築物の広まり 

欧州の木造で建てられる階数 

 

・ CLTの需要増加には、木造の耐火関連の法律の改
正による後押しも大きい 

・ 1990年までは、どの国も2階建てまでであった
が、検討や実験の積み重ねにより、木造での高層
建築も法的に可能になってきた 

引用：Fire safety in timber buildings. Technical guideline for Europe 

引用：Stefan Winter Prof.“Wood and Fire: High and Safe!”  



政府成長戦略 「日本再興戦略」改訂2014（6月24日発表、ｐ114） 
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2015年2月 CLT実大試験体の振動台実験（兵庫県三木市、Ｅ-ディフェンス） 

5階建て実大試験体 3階建て実大試験体 
43 



日本CLT協会の現状 

2012 日本CLT協会 設立 

 

2014 一般社団法人化 

 

A 理事会 …… 事業の方針・目標等の決定機関

B 総会 …… 理事会の承認機関

C 事務局 …… 事業の執行機関

会員は、法人・行政機関・その他団体とする。

会員

会員

副会長 事業部長

専務理事 技術部長

理事

理事

C

B

A

理事長・会長 事務局長 総務部長 各種委員会・WG

組織図 

会員数 （2015年5月現在） 

140 

27 

48 

215 

一般賛助会員 

特別賛助会員 

合計 

正会員 

44 



日本CLT協会の現状 

WG一覧表 
  WG名称 主査 幹事 内容 

01 グランドデザインWG 会長 専務理事 各ＷＧの総括管理/需要開発 

02 標準仕様WG 
神谷 文夫 
（セイホク） 

専務理事 標準仕様の設定/仕様規定の提案 

03 遮音WG 
田中 学 
（日本建築総合試験所） 

河野 友弘 
(大和ハウス) 

床遮音性能-仕様の測定/界壁遮音認定の取得 

04 歩行振動WG 
横山 裕 
(東京工業大学) 

松尾 和午 
(三井ホームコンポーネント) 

歩行振動の性能確認 

05 防耐火構造WG 
宮林 正幸 
(ティー・イー・コンサルティング) 

孕石 剛志 
(CLT協会) 

防火構造の認定取得/1・2時間耐火構造の認定取得 

06 製造・加工WG 
服部 順昭 
(日本木材加工技術協会） 

村田 忠 
(CLT協会) 

製造加工方法の合理化 

07 接合WG 
飯島 敏夫 
(日本住宅・木材技術センター) 

岡野 久義 (タナカ) 
塩﨑 征男 （CLT協会） 

接合方法・金物等の提案/接合性能の把握 

08 施工技術合理化WG 
松留 愼一郎 
（職業能力開発総合大学校） 

塩崎 征男 
(CLT協会) 

施工工数・施工手順等の把握/設備仕様の検討 

09 温熱WG 
秋元 孝之 
（芝浦工業大学） 

栗原 潤一 
（ミサワホーム 総合研究所） 

標準断熱仕様の設定/温熱環境の測定･提案 

10 耐久性WG 
中島 史郎 
（建築研究所） 

山口 秋生 
（越井木材工業） 

ＬＣＡ評価/耐久性仕様の設定 

11 実大構造実験WG 
林崎 正伸 
（建材試験センター） 

孕石 剛志、中谷 浩之 
(CLT協会) 

実大構造実験の支援 

12 広報・普及WG 
 中島 洋 
（CLT協会） 

設計コンペ・フォーラム・海外視察の計画実施 45 



CLTの普及に向けたロードマップ １ 作成：林野庁 
    国土交通省 

目標 現状 ２６年度 ２７年度 ２８年度 目指す成果 

CLT 

工法で 

の建築 

を可能 

に 
(※) 壁、 

床等の 

構造の 

全てを 

CLT 

とする 

建築物 

国土交通大臣の認 

定を受けて建設。 

規模等に応じた耐 

火性能を確保する 

ことで建設。 

・国土交通大臣認定を 

受けず、比較的容易な 

計算により建設可能に 

・３階程度以下の建築物 
について、 CLT を「現 

し」 ( 注 3) で使用可能に 
(※) 準耐火建築物が求めら 

れる規模等の建築物 

C 

L 

T 

の 

部 

分 

的 

利 

用 

を 

推 

進 

床 鉄骨造建築物等の 
床に CLT を使用で 

きるかどうか不明 

・鉄骨造建築物等の床へ 
CLT の利用可能化 

壁 鉄骨造建築物等の 
壁に CLT を使用で 

きるかどうか不明 

・鉄骨造建築物等の壁へ 
CLT の利用可能化 

耐 

震 

補 

強 

建築物の耐震補強 
において CLT を使 

用できるかどうか 

不明 

・既存建築物の耐震補強 
に CLT を利用 可能化 

強度データ収集 

一般的な設計法を確立するための 

検討 ・実大実験 

基準強 

度告示 

一般的 

な設計 

法告示 

( 注１ ) 

「燃えしろ」に係る 

検討・実験等 

燃えしろ 設 

計 ( 注 2) 告示 

接合 方法等の開発 

・接合方法の検討 

・耐震性向上効果の確認 

接合 方法等の開発 

技術 開発ができ次第 活用 

技術 開発がで 

き次第 活用 

技術 開発がで 

き次第 活用 

追加データ 

収集 

( 注 1 ) 許容応力度計算等一般的に使われる比較的簡易な構造計算による設計手法。 

( 注 2) 想定される 火災 で 消失する木材の部分 を「燃えしろ」と いい、 燃えしろを 想定して部材の断面寸法を 考えて設計する手法。 
( 注 3) 木材を耐火被覆 する ことなく露出した状態でそのまま使うこと。 

※ 階段、間仕切り壁等に ついては 、現時点において使用 可能 。屋根等については、基準強度が明らかになれば使用可能。 
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目標 現状 ２ ６ 年度 ２ ７ 年度 ２ ８ 年度 目指す成果

実証的建築
の積み重ね

施工ﾉｳﾊｳ
の確立

CLT建築物

が１ 棟のみ
であり 、 施
工ﾉｳﾊｳが不
十分

・ 施工ノ ウハウを蓄積し 、
広く 周知
・ 住宅メ ーカー等がCLT

に取り組みやすい環境に

生産体制の
構築

CLT製品

価格７ ～８
万円／㎥
となり RC造

等と価格面
で対抗可能

・ ３ 工場で
年間１ 万㎥
程度の生産
能力
・ 製品価格
が高い（ 1 5
万円／㎥程
度）

・ 2 8 年度期首に５ 万㎥
程度の生産能力を実現

・ H 3 6 年度までに年間
5 0 万㎥程度の生産体制
を構築
※5 0万㎥： 中層建築物（ ３～
４ 階建て） の約６ ％がCLT工

法に置き換わった場合の量に
相当

中大規模建
築物の木造
化に係る設
計ノ ウハウ
の普及

中大規模木
造建築物の
設計に取り
組む建築士
が少ない。

・ 各地域において、 中大
規模建築物の木造化に意
欲的に取り組む建築士を
確保

・ CLTを活用した実証的建築への支援

（ H 2 6 年度８ 棟建設予定（ 林野庁支援） ）
※北海道北見市１ 棟、 福島県湯川村２ 棟、 岡山県真庭市３ 棟
群馬県館林市１ 棟、 神奈川県藤沢市１ 棟

・ 新たなアイデアを喚起
（ 共同住宅以外の用途や部分的利用の発想を創出）

概ね、 毎年５ 万㎥程度の生産体制を順
次整備し 、 CLTの生産能力向上と低

価格化を実現
※５ 万㎥： おおとよ製材社員寮

約4 2 0 棟分のCLT

中大規模木造建築物について、 構造や材料等に係る
講習会を各地で開催

CLTの普及に向けたロードマップ ２ 作成：林野庁 
    国土交通省 
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CLTの普及に向けて放つ3本の矢 
 

＊ 構造材として利用するためには 

 1．基準強度・許容応力度の制定 

 ⇒構造材としてCLTが使えるようになる 

 

＊ 一般に普及するためには 

 2．構造告示の新設 

 ⇒面材を用いた木造建築が一般化する 

 

＊ 利用範囲を広げるためには 

 3．耐火性能の評価 

 ⇒中層、大規模、都市部建物にも使えるようになる 

 

 
 

 

ＣＬＴで木材産業、日本の森林に活力を 

カナダでは、2011年に”CLT handbook”を出版。 

2013年、現在では数々のCLT建物が実現。 

更に、CLTを用いた30階建て木造ビルの計画も… 

引用：Michael Green’The Case for Tall  Wood Buildings’ 
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２０１６ 

数年内 
将来的には 

木造の 

高層ビルも・・・ 

201５        

*スケジュールについては関係諸機関との審議が必要 

以降 



今後の展開 

産 

官 学 
2015 2016 2017～

標準化

需要創出

技術開発

生産体制の整備生産体制の整備
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（円/ｔ） 
H形鋼（5.5/8×200×100）価格の推移 

1月高値（東京） 

（鉄鋼新聞（http://www.japanmetaldaily.com/index.html）より） 

06～15年平均 

78,000円 
94～03年平均 

38,900円 
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1961.05.25 

「今後10年以内に人間を月に着陸させる」 

1969.07.20 
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ご清聴ありがとうございました 




